
 

 

 

 

 

～手指は第二の脳！？～ 
【手を使うこと＝脳を育てること】と言われているほど、手や指の動きは脳と密接にかかわっていま

す。手指には脳に繋がっている神経がたくさんあり、手指を動かすことで脳が刺激されるため❝第二

の脳❞とも言われています。人間の脳は、０歳から２，３歳頃までに急速に成長し、３歳頃にはほぼ出来

上がるそうです。そのため、この時期に手指をたくさん使うことが脳の発達にとって大切になります。

幼少期に手指をたくさん動かすことで、手先が器用になる、想像力が豊かになる、効率化が意識でき

るようになる、など沢山のメリットがあります。 

～遊びながら手指を育てよう～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暖かい日差しが感じられるようになり、過ごしやすい季節になってきましたね。 

外に出てたくさん身体を動かすことができ、お子さまにとっても嬉しいのではない 

でしょうか♪安全に気を付けながら楽しく過ごしていけるといいですね。 

新聞紙遊び 

新聞紙１枚で、丸める、ちぎる、掴

む、など様々な手指を使った動作

を行うことができます。また、感触

や形の変化、破れるときの音など

視覚や聴覚の刺激にも最適です。

丸めた新聞紙を的あてのように

投げる遊びもおすすめです。 

お絵かき 

色鉛筆やペンを握り紙に描く

ことで、指先を繊細に動かす

こと、手や腕を自由に動かす

力を伸ばすことができます。ま

た、想像力や色彩感覚の発達

にも最適です。 

シール貼り 

台紙からシールを剥がす、狙

った場所に貼るなど様々な動

きができます。剥がす、貼る、

を繰り返すことで指先の細か

い動きが思い通りにできるよ

うになっていきます。 

積み木 

掴む、積む、の動作を経験できま

す。また、積み木が倒れないよう

に考えながら行うため、バランス

感覚も養われていきます。乳児に

とっては掴む動作だけでも手指

の発達、脳の刺激に繋がります。 

ボタンかけ、紐通し 

薄くて小さなもの、細いもの

を、親指、人差し指、中指の

三本で穴に通す動作は、手首

の柔軟性や手指の細かな動

きの発達に役立ちます。 

ボール遊び 

投げる、転がす、受け取る、蹴

るなど様々な動作を行えま

す。年齢に合わせて、的あて、

キャッチボール、サッカーなど

お子さまと一緒に楽しんでみ

てはいかがでしょうか。 

手遊び 

「むすんでひらいて」「おてら

のおしょうさん」などの手遊

びや、お子さまが保育園で覚

えてきた手遊びを一緒に楽し

むのもいいですね♪ 

 



“甘え”と“わがまま”の違いって？？ 
  「これやって～！」「○○したい！」などというお子さまの声に、これはわがままなのでは…どこま

で甘やかしていいのだろう…と悩まれる方もいらっしゃるのではないでしょうか。実は甘えとわがま

まには大きな違いがあり、その違いが分かるとお子さまと関わる上でのヒントになるかもしれません。 

甘え…心を安定させるための自然な行為 

「聞いて！」「見て！」と言う、不安なことがあったときに抱っこを求める、普段は一人でできること

を「手伝って」と言うなどは、甘えたい気持ちの表れです。そのような時は、できる限り子どもの要求

を受け止めてあげるのが１番いいと言われていますが、どうしても手が離せなかったり、下のお子さ

まにかかる時間が多くなったりと状況によって全ての要求を受け入れることは難しい時もあると思い

ます。保育士Ｎ自身お子さまをお預かりさせていただく中で、お子さまとのお話し中に、もう一人のお

子さまが「〇○つくったから見て～！」や「先生聞いて～！」と声をかけてくれる場面があります。その

ような時「今〇〇ちゃんとお話ししてるから、終わったら〇〇ちゃんのお話も聞くね！」と理由も含め

て伝え、話が終わったらこちらの方から「待っててくれてありがとう、お話し聞かせて～」と声をかける

と、やりとりが始まることもあります。また、３歳頃などの小さなお子さまには「来るまで１０数えて待

っててね♪」など遊び感覚で楽しく待てるような声掛けもおすすめです。 

また行動だけでなく、日ごろから子どもに対し「かわいいね」「だいすきだよ」「たいせつだよ」など愛

情を言葉にして伝えることも、子どもの心の安定にも繋がります。中には、甘えたいけどうまく表現で

きない、パパやママが忙しそうだからと我慢してしまうという子もいるかもしれません。大人のほうか

らも積極的に声をかけスキンシップをとっていくことも大切です。時間や気持ちに余裕がある時は存

分に甘えさせてあげましょう。幼少期に甘えを多く経験して育った子どもは、親から受け止めてもらえ

たという安心感や自信が身に付き、自己肯定感や自立心が育まれていくといわれています。 

 

わがまま…相手を自分の思い通りに動かしたいという身勝手な欲求 

ご飯の前だけどお菓子を食べたい、買い物に行くたびにおもちゃを買ってほしいと言うなど物質的

な欲求。また、ものを投げる、机の上に登るなどの危険行為。順番を守らない、公共の場で騒ぐなど周

りに迷惑がかかる行為もわがままといえます。わがままに応え続けてしまうと、善し悪しの区別がつか

なくなってしまったり要求がさらにエスカレートしたりと成長の妨げになる可能性があります。 

物質的な要求に対しては、おなかがすいておやつが食べたいと言っている場合、果物や小さいおに

ぎりなど栄養があるものに変えたり、おやつの場合は少しずつ量を減らしてみたりすることも一つの

方法です。ものを投げるなどの危険行為に対しては、怪我に繋がる危険性があることをしっかりと伝

えたうえで、ボールや柔らかい素材のものに変える、輪投げや的当てなど投げる行為を楽しめる遊び

を提案してみるのもいいかもしれません。公園や公共の場でなかなか順番を待てなくて…というのも

成長の過程であるべき姿だと思います。「〇〇ちゃんが終わったら〇〇の番だよ」と具体的な見通し

を持った声掛けや「一緒に１０数えて待ってようか、お歌うたって待ってようか」など楽しみながら待て

る声掛けをしてみてもいいですね。そして、順番が来た際には「待ってたら順番きたね！嬉しいね！」

と伝えることで、待つことでちゃんと自分の番も来るという安心感を覚えていきます。また「この遊び

はどう？」と別の遊びに誘ってみると、待っている間にも他に楽しいことが見つかるかもしれませんね。 


